
（参考資料）

＜現在のカモシカに関する課題＞ ＜検証するためのデータ＞ ＜今期のカモシカ保護管理＞

①農林業被害と加害獣の見極め カモシカによる被害発生地 現在所持しているデータ、またこれから収集するデータを重ね合わせ分析し、カモシカの動向を注視する。

②シカの台頭によるカモシカの生息地の変化 カモシカ捕獲地点(錯誤含) 来年度は春先に食痕を調査し、シカによるものかカモシカによるものか検証を行う予定。

③八ヶ岳地域の生息地の把握 ニホンジカ分布 今後、様々な角度から分析し、毎年作成する年次計画や、第6期特定計画に反映させる。

④新植地の増加に伴う林業被害の増加について 滅失届・自動車事故ポイント

⑤錯誤捕獲について 松枯れ・樹種転換地　等

凡例
アカマツ林

マツ枯れ被害

カモシカ錯誤捕獲頭数

～5

～10

～20

～30

～40

～60


